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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定波長の光を出射する複数の固体光源と、
　前記複数の固体光源から入射される光の波長を変換する蛍光体を含む蛍光層を有する波
長変換装置と、
　前記波長変換装置により波長が変換された光を変調する光変調装置と、
　変調された前記光を投射する投射光学装置と、
　前記複数の固体光源と前記波長変換装置との間に設けられ、前記複数の固体光源から出
射された光の前記蛍光層に対する入射位置を調整可能に構成され、前記複数の固体光源か
ら出射された光の中心軸に直交する面内の照度を均一化する調整装置と、を備える
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記調整装置は、
　前記複数の固体光源と前記波長変換装置との間に配置され、前記複数の固体光源から出
射された光の中心軸に直交する面内の照度を均一化して、当該光を出射する均一化装置と
、
　前記均一化装置に入射される光の中心軸に対して直交する方向を回動軸として、当該均
一化装置を回動させて、前記蛍光層に対する光の入射位置を調整可能な調整機構と、を有
する
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　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
　請求項２に記載のプロジェクターにおいて、
　前記調整装置は、前記調整機構を駆動させて、前記均一化装置を回動させる駆動装置を
有する
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載のプロジェクターにおいて、
　前記均一化装置は、
　当該均一化装置に入射される光の中心軸に対する直交面内に複数の第１レンズが配設さ
れた第１レンズアレイと、
　前記第１レンズに対応する第２レンズが複数配設された第２レンズアレイと、
　前記第１レンズアレイ及び前記第２レンズアレイを所定の間隔を隔てた状態で保持する
保持部材と、を有する
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項５】
　請求項２から請求項４のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記複数の固体光源から出射された光を集光する集光レンズと、
　前記集光レンズにより集光された光を平行化して、前記均一化装置に入射させる平行化
レンズと、
　前記均一化装置により均一化された光を、前記蛍光層に入射させるピックアップレンズ
と、
　前記集光レンズ、前記平行化レンズ、前記ピックアップレンズ及び前記蛍光層の少なく
ともいずれかを、入射される光の中心軸に沿う方向に移動可能な移動機構と、を備える
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項６】
　請求項５に記載のプロジェクターにおいて、
　前記波長変換装置は、前記蛍光層と、当該蛍光層により波長が変換された光を反射させ
る反射層とを有する板状体を備え、
　前記移動機構は、前記板状体を移動可能に構成されている
　ことを特徴とするプロジェクター。
【請求項７】
　請求項５に記載のプロジェクターにおいて、
　前記波長変換装置は、前記蛍光層が形成され、当該蛍光層により波長が変換された光が
透過する板状体を有し、
　前記移動機構は、前記集光レンズ、前記平行化レンズ及び前記ピックアップレンズの少
なくともいずれかを移動可能に構成されている
　ことを特徴とするプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源と、当該光源から出射された光束を変調して、画像情報に応じた画像を形成
する光変調装置と、当該画像をスクリーン等の被投射面上に拡大投射する投射光学装置と
を備えたプロジェクターが知られている。このようなプロジェクターとして、光源に固体
光源を採用したプロジェクターが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　この特許文献１に記載のプロジェクターは、赤、緑及び青の色光をそれぞれ出射する３
つの光源装置（発光装置）を備えている。これら光源装置は、紫外領域の波長域光を励起
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光として出射する発光ダイオードやレーザー発光器等の固体光源と、当該固体光源から出
射された励起光を吸収して所定の波長域光を発光する蛍光体の層が配置された回転体と、
当該回転体を回転させるモーターとを有する。そして、これら光源装置から順次出射され
た光は、光変調装置（表示素子）により変調され、これにより形成された画像が投射され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２１７５６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、プロジェクターの製造時における光学部品の配置誤差等により、前述の固体光
源から出射された光が回転体における適切な位置に入射されないと、当該回転体に対して
光路後段に位置する光学部品（例えば、表示素子）に対する光の入射位置がずれる。この
ような場合、表示素子に入射される光量が減少するため、表示される画像の輝度が低下す
るという問題がある。
【０００５】
　本発明の目的は、表示画像の輝度低下を抑制できるプロジェクターを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記した目的を達成するために、本発明のプロジェクターは、所定波長の光を出射する
複数の固体光源と、前記複数の固体光源から入射される光の波長を変換する蛍光体を含む
蛍光層を有する波長変換装置と、前記波長変換装置により波長が変換された光を変調する
光変調装置と、変調された前記光を投射する投射光学装置と、前記複数の固体光源と前記
波長変換装置との間に設けられ、前記複数の固体光源から出射された光の前記蛍光層に対
する入射位置を調整可能に構成され、前記複数の固体光源から出射された光の中心軸に直
交する面内の照度を均一化する調整装置と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　このような固体光源としては、ＬＤ（Laser Diode）やＬＥＤ（Light Emitting Diode
）を例示できる。
　本発明によれば、調整装置により、蛍光層において固体光源からの光が入射される位置
を調整できるので、当該蛍光層において適切な位置に光を入射させることができる。これ
によれば、光学部品の配置誤差がある場合でも、波長変換装置に対して光路後段に位置す
る光変調装置及び投射光学装置に、適切に光を入射させることができる。従って、画像形
成に利用される光の損失が生じることを抑制でき、表示画像の輝度低下を抑制できる。
【０００８】
　ここで、蛍光体への入射光により当該蛍光層にて生じる光（波長変換後の光であり出射
光）は、当該入射光の密度が高いほど強くなる傾向がある。しかしながら、当該密度が所
定値より高くなると、入射光と出射光との比率として規定される光変換効率が低下し、入
射光の強度を高くしても出射光の強度が高くならない光飽和という現象が生じる。この光
飽和という現象が生じると、入射光の強度、すなわち、固体光源から出射される光の強度
を高くしても、表示画像の輝度が高くならない。
　これに対し、本発明では、それぞれの固体光源から出射された光の中心軸に直交する面
内の照度を均一化する調整装置が、当該固体光源と波長変換装置との間に配置されている
。これによれば、面内照度が均一化された光が波長変換装置の蛍光層に入射されるので、
部分的に密度が高い光が蛍光層に入射されることを抑制できる。従って、前述の光飽和が
生じることを抑制でき、波長変換後の光を利用して形成される表示画像の輝度を高めるこ
とができる。
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【０００９】
　本発明では、前記調整装置は、前記複数の固体光源と前記波長変換装置との間に配置さ
れ、前記複数の固体光源から出射された光の中心軸に直交する面内の照度を均一化して、
当該光を出射する均一化装置と、前記均一化装置に入射される光の中心軸に対して直交す
る方向を回動軸として、当該均一化装置を回動させて、前記蛍光層に対する光の入射位置
を調整可能な調整機構と、を有することが好ましい。
【００１０】
　本発明によれば、均一化装置を調整機構により回動させることで、蛍光層に対する光の
入射位置が調整されるので、当該入射位置を調整するために光路を変更する光学部品等を
均一化装置の他に設ける必要がない。従って、プロジェクターの構成の複雑化及び製造コ
ストの増大を抑制できる。
【００１１】
　本発明では、前記調整装置は、前記調整機構を駆動させて、前記均一化装置を回動させ
る駆動装置を有することが好ましい。
　このような駆動装置として、モーターや圧電素子等のアクチュエーターを例示できる。
　本発明によれば、駆動装置が調整機構を駆動（動作）させて、均一化装置を回動させる
ことにより、プロジェクターの出荷前後で、光の入射位置を調整できる。従って、表示画
像の輝度低下を確実に抑制できる。
【００１２】
　本発明では、前記均一化装置は、当該均一化装置に入射される光の中心軸に対する直交
面内に複数の第１レンズが配設された第１レンズアレイと、前記第１レンズに対応する第
２レンズが複数配設された第２レンズアレイと、前記第１レンズアレイ及び前記第２レン
ズアレイを所定の間隔を隔てた状態で保持する保持部材と、を有することが好ましい。
【００１３】
　本発明によれば、第１レンズアレイの各第１レンズにより、入射される光束が複数の部
分光束に分割され、各部分光束は、第１レンズに対応する第２レンズに入射されて、当該
第２レンズにより所定の位置に重畳される。これによれば、第１レンズアレイ及び第２レ
ンズアレイに代えてロッドインテグレーター等を用いた場合に比べ、光が透過する方向の
均一化装置の寸法を小さくできる。従って、均一化装置の小型化を図ることができる。
【００１４】
　ここで、第１レンズアレイと第２レンズアレイとの間隔（光束の透過方向の距離）は、
プロジェクターの設計（例えば、光学部品の配置位置）により予め定められる。この間隔
は、調整機構により当該第１レンズアレイ及び第２レンズアレイが回動される際にも、保
持部材により維持される。従って、蛍光層に対する光の入射位置を適切に調整できる。
【００１５】
　本発明では、前記複数の固体光源から出射された光を集光する集光レンズと、前記集光
レンズにより集光された光を平行化して、前記均一化装置に入射させる平行化レンズと、
前記均一化装置により均一化された光を、前記蛍光層に入射させるピックアップレンズと
、前記集光レンズ、前記平行化レンズ、前記ピックアップレンズ及び前記蛍光層の少なく
ともいずれかを、入射される光の中心軸に沿う方向に移動可能な移動機構と、を備えるこ
とが好ましい。
【００１６】
　なお、移動機構は、集光レンズ、平行化レンズ、ピックアップレンズ及び蛍光層の少な
くともいずれかの構成をガイド等により移動可能であればよく、プロジェクターの内部、
又は、外部に設けられたアクチュエーター等の駆動装置により駆動して、当該構成を移動
させることができればよい。すなわち、当該駆動装置は必須ではない。
　ここで、固体光源が複数設けられている場合、当該各固体光源から出射されて蛍光層に
入射される光の総量が多くなるため、前述の光飽和が生じやすい。そして、当該光がピッ
クアップレンズにより集約されて密度が高い状態で蛍光層に入射されると、光飽和が更に
生じやすくなる。
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【００１７】
　これに対し、本発明では、移動機構が、集光レンズ、平行化レンズ、ピックアップレン
ズ及び蛍光層の少なくともいずれかの構成を、当該構成に入射される光の中心軸に沿う方
向に移動させる。これによれば、蛍光層に入射される光の焦点位置を、当該光の中心軸に
沿う方向にずらすことができるので、当該蛍光層に入射される光の領域の面積を拡大する
ことができ、当該光の密度を下げることができる。従って、光飽和を生じにくくすること
ができ、表示画像の輝度低下を抑制できる。
【００１８】
　本発明では、前記波長変換装置は、前記蛍光層と、当該蛍光層により波長が変換された
光を反射させる反射層とを有する板状体を備え、前記移動機構は、前記板状体を移動可能
に構成されていることが好ましい。
【００１９】
　ここで、波長変換装置が、蛍光層及び反射層が形成された板状体を有し、光変調装置が
、反射層により反射された波長変換後の光を画像形成に利用する場合、固体光源から出射
された光と、当該波長変換後の光とを分離する構成を配置する必要があるなど、固体光源
から蛍光層までの間の光学部品の配置が密となる。
　これに対し、本発明では、移動機構は、他の構成に比べて周囲に部品の配置自由度があ
る板状体を移動可能とする。これにより、当該他の構成の周囲に移動機構を設ける必要が
ないので、プロジェクターの構成部品の組立を簡略化できる他、移動機構による移動範囲
を確保できる。
【００２０】
　或いは、本発明では、前記波長変換装置は、前記蛍光層が形成され、当該蛍光層により
波長が変換された光が透過する板状体を有し、前記移動機構は、前記集光レンズ、前記平
行化レンズ及び前記ピックアップレンズの少なくともいずれかを移動可能に構成されてい
ることが好ましい。
【００２１】
　ここで、波長変換装置が、蛍光層により波長変換された光が透過する板状体を有し、光
変調装置が、当該板状体を透過した光を画像形成に利用する場合、前述の光を分離する構
成を設ける必要が無いが、板状体に対して光路後段の光学部品の配置が密となる。
　これに対し、本発明では、移動機構は、板状体近傍に比べて周囲に部品の配置自由度が
ある集光レンズ、平行化レンズ及びピックアップレンズの少なくともいずれかを移動可能
とする。これにより、当該蛍光層の周囲に移動機構を設ける必要がないので、プロジェク
ターの構成部品の組立を簡略化できる他、移動機構による移動範囲を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１実施形態に係るプロジェクターの構成を示す模式図。
【図２】前記第１実施形態における第１光源装置の構成を示す模式図。
【図３】前記第１実施形態における均一化装置の構成を示す斜視図。
【図４】前記第１実施形態におけるプロジェクターの構成を示すブロック図。
【図５】本発明の第２実施形態に係るプロジェクターが備える第１光源装置の構成を示す
模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　［第１実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態を図面に基づいて説明する。
　〔プロジェクターの概略構成〕
　図１は、本実施形態に係るプロジェクター１Ａの構成を示す模式図である。
　本実施形態に係るプロジェクター１Ａは、光源装置から出射された光束を変調して、画
像情報に応じた画像を形成し、当該画像をスクリーン等の被投射面上に拡大投射するもの
である。このプロジェクター１Ａは、図１に示すように、筐体２と、当該筐体２内に収納
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される光学装置３とを備える。この他、プロジェクター１Ａは、図１では図示を省略する
が、制御装置６、調整機構７及び移動機構８（それぞれ図４参照）と、当該プロジェクタ
ー１Ａの構成部品を冷却する冷却装置と、当該プロジェクター１Ａの電子部品に電力を供
給する電源装置等とを備える。
【００２４】
　〔光学装置の構成〕
　光学装置３は、制御装置６から入力される画像信号に応じた画像を形成して、当該画像
を投射する。この光学装置３は、第１光源装置４Ａ、第２光源装置５、均一照明装置３１
、色分離装置３２、リレー装置３３、光変調装置３４、色合成装置３５及び投射光学装置
３６を有する。
【００２５】
　第１光源装置４Ａは、均一照明装置３１を構成するダイクロイックミラー３１２に向け
て緑色光及び赤色光を含む光を出射する。なお、第１光源装置４Ａの構成については、後
に詳述する。
　第２光源装置５は、均一照明装置３１を構成する全反射ミラー３１１に向けて青色光を
出射する。この第２光源装置５には、詳しい図示を省略するが、青色光を出射する複数の
ＬＤ（Laser Diode）又はＬＥＤ（Light Emitting Diode）が配列されている。
【００２６】
　均一照明装置３１は、第１光源装置４Ａ及び第２光源装置５から入射される光を合成し
、当該合成された光により、後述する各光変調装置３４を略均一に照明する。この均一照
明装置３１は、全反射ミラー３１１、ダイクロイックミラー３１２、一対のレンズアレイ
３１３，３１４、偏光変換素子３１５及び重畳レンズ３１６を備える。
　全反射ミラー３１１は、第２光源装置５から入射される青色光をダイクロイックミラー
３１２に向けて反射させる。
　ダイクロイックミラー３１２は、第１光源装置４Ａから入射される緑色光及び赤色光を
含む光を透過してレンズアレイ３１３に導くとともに、全反射ミラー３１１を介して第２
光源装置５から入射される青色光をレンズアレイ３１３に向けて反射させる。
【００２７】
　レンズアレイ３１３は、図示を省略するが、ダイクロイックミラー３１２から入射され
る光束を、複数の部分光束に分割する小レンズを有する。
　レンズアレイ３１４は、レンズアレイ３１３の小レンズに対応する小レンズを有し、重
畳レンズ３１６とともに、レンズアレイ３１３から入射される各部分光束を光変調装置３
４に重畳させる。
　偏光変換素子３１５は、レンズアレイ３１４と重畳レンズ３１６との間に配置され、当
該レンズアレイ３１４からの光を１種類の直線偏光に変換する。
【００２８】
　色分離装置３２は、均一照明装置３１から入射される光から、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び
青（Ｂ）の各色光を分離する。この色分離装置３２は、青色光を透過させ、緑色光及び赤
色光を反射させるダイクロイックミラー３２１と、緑色光を緑色光用の光変調装置３４（
３４Ｇ）に向けて反射させ、赤色光を透過させるダイクロイックミラー３２２と、入射さ
れる青色光を反射させて、青色光用の光変調装置３４（３４Ｂ）に導く反射ミラー３２３
とを備える。
【００２９】
　リレー装置３３は、ダイクロイックミラー３２２を透過した赤色光を、赤色光用の光変
調装置３４（３４Ｒ）に導くものであり、入射側レンズ３３１、リレーレンズ３３３及び
全反射ミラー３３２，３３４を備える。このリレー装置３３は、拡散等による赤色光の利
用効率の低下を防止するためのものであるが、赤色光に代えて他の色光（例えば、青色光
）を通す構成としてもよい。
【００３０】
　光変調装置３４（赤色光用、緑色光用及び青色光用の光変調装置をそれぞれ３４Ｒ，３
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４Ｇ，３４Ｂとする）は、それぞれ、入射された光束を変調して、制御装置６から入力さ
れる画像信号に応じた画像を形成する。これら光変調装置３４は、詳しい図示を省略する
が、当該画像信号に応じて駆動する液晶パネルと、当該液晶パネルを挟む一対の偏光板と
を備える液晶ライトバルブとして構成されている。
　色合成装置３５は、クロスダイクロイックプリズムにより構成されている。この色合成
装置３５は、各光変調装置３４から入射される色光毎の変調光（画像）を合成してフルカ
ラーの画像光を形成する
　投射光学装置３６は、色合成装置３５により合成された画像光を被投射面上に拡大投射
する。この投射光学装置３６は、詳しい図示を省略するが、鏡筒と、当該鏡筒内に配置さ
れる複数のレンズとを有する組レンズとして構成されている。
【００３１】
　〔第１光源装置の構成〕
　図２は、第１光源装置４Ａの構成を示す模式図である。
　第１光源装置４Ａは、前述のように、緑色光及び赤色光を含む光をダイクロイックミラ
ー３１２に出射する。この第１光源装置４Ａは、図２に示すように、固体光源アレイ４１
、反射ミラー群４２、集光レンズ群４３、ダイクロイックプリズム４４、ピックアップレ
ンズ４５及び波長変換装置４６を有する。
【００３２】
　固体光源アレイ４１は、複数の固体光源４１１と、当該複数の固体光源４１１が実装さ
れる基板４１２と、各固体光源４１１に応じて設けられ、当該固体光源４１１から入射さ
れる光を平行化する平行化レンズ４１３とを有する。なお、本実施形態では、固体光源４
１１は、所定波長の色光（例えば、紫外領域の色光）を出射するＬＤにより構成され、当
該各固体光源４１１は、基板４１２においてマトリクス状に配列されている。
　反射ミラー群４２は、それぞれの固体光源４１１に応じて設けられる反射ミラー４２１
を複数有する。これら反射ミラー４２１は、平行化レンズ４１３を介して固体光源４１１
から入射される平行光を、集光レンズ群４３に向けて互いに略平行に反射させる。
【００３３】
　集光レンズ群４３は、集光レンズ４３１と、平行化レンズ４３２と、均一化装置４３３
とを有する。
　集光レンズ４３１は、それぞれの反射ミラー４２１から入射される光を集光して光束と
し、平行化レンズ４３２に向けて出射する。
　平行化レンズ４３２は、入射される光束を、当該光束の中心軸に沿う平行光に変換して
、均一化装置４３３に出射する。
【００３４】
　図３は、均一化装置４３３を示す分解斜視図である。
　均一化装置４３３は、入射される光束の面内照度（当該光束の中心軸に直交する面内に
おける照度）を均一化する。この均一化装置４３３は、図３に示すように、前述のレンズ
アレイ３１３，３１４と同様の構成を有する第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレ
イ４３５と、保持部材４３６とを有する。
【００３５】
　具体的に、第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５は、互いに同じ構成を
有する。
　これらのうち、第１レンズアレイ４３４は、矩形状の小レンズである第１レンズ４３４
１がマトリクス状に複数配列された構成を有し、各第１レンズ４３４１により、第１レン
ズアレイ４３４に入射される光束を複数の部分光束に分割する。
　第２レンズアレイ４３５は、第１レンズアレイ４３４と同様に、矩形状の小レンズであ
る第２レンズ４３５１がマトリクス状に複数配列された構成を有する。これら第２レンズ
４３５１は、それぞれ第１レンズ４３４１に対応しており、ある第１レンズ４３４１から
出射された部分光束は、対応する第２レンズ４３５１に入射される。そして、これら各第
２レンズ４３５１は、入射される各部分光束を、ダイクロイックプリズム４４及びピック
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アップレンズ４５を介して、波長変換装置４６のホイール４６１に形成された蛍光層４６
１１上に重畳させる。これにより、当該蛍光層４６１１には、面内照度が均一化された光
が入射される。
【００３６】
　このような第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５は、例えば、ガラスモ
ールドにより製造される。これらレンズアレイ４３４，４３５をガラスモールドにより製
造する場合、部分的に引けが生じる場合がある。この引けの影響を低減するために、第１
レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５は、第１レンズ４３４１及び第２レンズ
４３５１が同じ方向を向くように、それぞれ配置されている。具体的に、本実施形態では
、第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５は、第１レンズ４３４１及び第２
レンズ４３５１が形成された面（第１レンズ４３４１及び第２レンズ４３５１が突出する
面）がそれぞれ光束入射側を向くように配置されている。
【００３７】
　保持部材４３６は、第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５を、それぞれ
所定の間隔を維持したまま保持するものであり、枠状に形成されている。この第１レンズ
アレイ４３４と第２レンズアレイ４３５との間隔は、プロジェクター１Ａを構成する光学
部品の配置等により設定される。
　このような保持部材４３６は、光束入射側（平行化レンズ４３２側）に第１レンズアレ
イ４３４が嵌め込まれる凹部４３６１を有し、また、光束出射側（ダイクロイックプリズ
ム４４側）に第２レンズアレイ４３５が嵌め込まれる凹部４３６２を有する。
【００３８】
　なお、詳しくは後述するが、保持部材４３６は、後述する第１駆動装置９１及び第２駆
動装置９２によって駆動される調整機構７（図４参照）により、均一化装置４３３に入射
される光束の中心軸に対してそれぞれ直交し、かつ、互いに直交する回動軸Ａ１及びＢ１
を中心としたＡ方向及びＢ方向に回動自在に設けられている。このため、ホイール４６１
の蛍光層４６１１に対する光の入射位置を調整可能とされている。このような均一化装置
４３３及び調整機構７は、本発明の調整装置に相当する。
【００３９】
　図２に戻り、ダイクロイックプリズム４４は、所定波長未満の光を反射し、当該所定波
長以上の光を透過する分離層４４１を有する。この分離層４４１は、本実施形態では、均
一化装置４３３から入射される紫外領域の光をピックアップレンズ４５に向けて反射させ
、当該光の光路を略９０度屈曲させる。また、当該分離層４４１は、ピックアップレンズ
４５を介して入射される光（波長変換装置４６で波長変換された光）を透過させる。この
ダイクロイックプリズム４４を透過した光は、前述の均一照明装置３１のダイクロイック
ミラー３１２に入射される。
【００４０】
　ピックアップレンズ４５は、ダイクロイックプリズム４４を介して入射される各部分光
束を波長変換装置４６のホイール４６１における蛍光層４６１１の所定部位に集光及び重
畳させる。この他、ピックアップレンズ４５は、当該波長変換装置４６により波長変換さ
れた光を集光し、ダイクロイックプリズム４４を介して、ダイクロイックミラー３１２に
入射させる。
【００４１】
　波長変換装置４６は、入射された光の波長を変換して、当該変換された光を出射する。
この波長変換装置４６は、ホイール４６１及び回転手段４６２とを有する。
　これらのうち、回転手段４６２は、ホイール４６１の中心軸を回転軸として回転させる
ホイールモーターにより構成されている。この回転手段４６２によってホイール４６１が
回転されることにより、当該ホイール４６１が冷却される。
【００４２】
　ホイール４６１は、本発明の板状体に相当し、ピックアップレンズ４５に対向する表面
に形成された反射層４６１２と、当該反射層４６１２上に積層された蛍光層４６１１を有
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する。このような蛍光層４６１１に含まれる蛍光体は、ピックアップレンズ４５から入射
される光を吸収して励起されることにより、全方位に所定波長の光を出射する。なお、本
実施形態では、当該蛍光体は、紫外領域の光を吸収して、緑色光及び赤色光を含む光を出
射する。
　このような蛍光体によって波長変換された光は、反射層４６１２により反射され、前述
のように、ピックアップレンズ４５及びダイクロイックプリズム４４を透過して、ダイク
ロイックミラー３１２に入射される。
【００４３】
　〔制御装置の構成〕
　図４は、プロジェクター１Ａが有する他の構成を示すブロック図である。
　プロジェクター１Ａは、図４に示すように、光学装置３の他、前述の筐体２内に配置さ
れる制御装置６、調整機構７及び移動機構８を備える。
　制御装置６は、前述のように、プロジェクター１Ａ全体の動作を制御するものであり、
ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Random Access Memory）及びフラッシュ
メモリー等の回路素子が実装された回路基板として構成されている。
　この制御装置６は、例えば、プロジェクター１Ａの外部から入力される画像情報（デー
タ及び信号を含む）を処理し、当該画像情報に基づく画像信号を光変調装置３４に出力す
る。また、制御装置６は、各固体光源４１１を点灯させる点灯信号を固体光源アレイ４１
に出力し、ホイール４６１を回転させる制御信号を回転手段４６２に出力する。
【００４４】
　〔調整機構の構成〕
　調整機構７は、前述のように、均一化装置４３３とともに、本発明の調整装置を構成す
る。この調整機構７は、プロジェクター１Ａの出荷前の調整段階で、それぞれプロジェク
ター１Ａ外の第１駆動装置９１及び第２駆動装置９２により駆動され、前述の均一化装置
４３３の保持部材４３６を、当該均一化装置４３３に入射される光束の中心軸に直交する
回動軸を中心として回動させる。このような調整機構７は、第１回動手段７１及び第２回
動手段７２を有する。
【００４５】
　第１回動手段７１及び第２回動手段７２は、例えば、当該保持部材４３６と係合する枠
体や、回動を案内するガイド、及び、駆動装置９１，９２からの駆動力が伝達されるギヤ
（それぞれ図示省略）等により構成される。
　第１回動手段７１は、第１駆動装置９１の駆動力により駆動され、均一化装置４３３に
入射される光束の中心軸に直交する回動軸Ａ１（図３参照）を中心とするＡ方向（図２及
び図３参照）に保持部材４３６を回動させ、ひいては、レンズアレイ４３４，４３５をＡ
方向に回動させる。
　第２回動手段７２は、第２駆動装置９２の駆動力により駆動され、当該中心軸及び回動
軸Ａ１にそれぞれ直交する回動軸Ｂ１（図３参照）を中心とするＢ方向（図２及び図３参
照）に保持部材４３６を回動させ、ひいては、レンズアレイ４３４，４３５をＢ方向に回
動させる。
【００４６】
　このような調整機構７により、第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５の
間隔が維持された上で、入射される光束の中心軸に対する各レンズアレイ４３４，４３５
の傾斜状態が調整される。これにより、均一化装置４３３から出射される光束の向きが調
整され、蛍光層４６１１における光の入射位置が調整される。このような光の入射位置調
整は、前述のように、プロジェクター１Ａの出荷段階で行われる。そして、当該調整が完
了した後は、第１駆動装置９１及び第２駆動装置９２は、プロジェクター１Ａから取り外
される。
　なお、本発明の駆動装置としての第１駆動装置９１及び第２駆動装置９２は、ステッピ
ングモーター等のモーター、当該モーターのスピンドルに設けられる少なくとも１つのギ
アを有する構成を例示できる。
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【００４７】
　〔移動機構の構成〕
　移動機構８は、プロジェクター１Ａ外の第３駆動装置９３により駆動され、蛍光層４６
１１に入射される光の光路上に配置された光学部品を、当該光学部品に入射される光の中
心軸に沿って移動させることで、当該蛍光層４６１１に入射される光の面積及び密度を調
整する。本実施形態では、移動機構８は、ホイール４６１に入射される光の中心軸に沿う
Ｃ方向（図２参照）に当該ホイール４６１を進退させることにより、当該ホイール４６１
に入射される光の面積及び密度を低減させ、光飽和を生じにくくしている。
　このような光の入射面積及び密度調整は、前述の光の入射位置調整と同様に、プロジェ
クター１Ａの出荷前の調整段階で行われ、当該調整が完了した後は、第３駆動装置９３は
、プロジェクター１Ａから取り外される。
【００４８】
　なお、移動機構８は、詳しい図示を省略するが、ホイール４６１に当接して、当該ホイ
ール４６１を進退させる当接部や、当該当接部を移動させるギア等を有する構成を例示で
き、第３駆動装置９３は、前述の第１駆動装置９１及び第２駆動装置９２と同様の構成を
例示できる。
　また、移動機構８は、本実施形態では、ホイール４６１を進退させる構成であるが、こ
れに限らず、波長変換装置４６全体を進退させることで、蛍光層４６１１に入射される光
の面積及び密度を調整する構成としてもよい。
【００４９】
　以上説明した本実施形態に係るプロジェクター１Ａによれば、以下の効果がある。
　調整機構７の第１回動手段７１及び第２回動手段７２が、第１駆動装置９１及び第２駆
動装置９２により駆動されて、均一化装置４３３に入射される光の中心軸に対して互いに
直交する方向を回動軸として、当該均一化装置４３３を回動させることにより、蛍光層４
６１１における光の入射位置が調整される。これによれば、当該蛍光層４６１１において
適切な位置に光を入射させることができる。このため、波長変換装置４６に対して光路後
段に位置する光変調装置３４及び投射光学装置３６等の光学部品に、適切に光を入射させ
ることができるので、画像形成に利用される光の損失が生じることを抑制できる。従って
、表示画像の輝度低下を抑制できる。
【００５０】
　各固体光源４１１から出射された光の中心軸に直交する面内の照度を均一化する均一化
装置４３３が、当該固体光源４１１と波長変換装置４６との間に配置されている。これに
よれば、面内照度が均一化された光が蛍光層４６１１に入射されるので、部分的に密度が
高い光が当該蛍光層４６１１に入射されることを抑制できる。従って、光飽和が生じるこ
とを抑制でき、波長変換後の光を利用して形成される表示画像の輝度を高めることができ
る。
　更に、均一化装置４３３が、駆動装置９１，９２により駆動される調整機構７によって
回動されることで、蛍光層４６１１に対する光の入射位置が調整されるので、当該入射位
置を調整するために光路を変更する光学部材を均一化装置４３３とは別に設ける必要がな
い。従って、プロジェクター１Ａの構成の複雑化及び製造コストの増大を抑制できる。
【００５１】
　均一化装置４３３は、入射される光束を複数の部分光束に分割する複数の第１レンズ４
３４１を有する第１レンズアレイ４３４と、それぞれ対応する第１レンズ４３４１から部
分光束が入射される複数の第２レンズ４３５１を有する第２レンズアレイ４３５とを有し
、各部分光束は、各第２レンズ４３５１により所定の位置に重畳される。これによれば、
均一化装置として各レンズアレイ４３４，４３５に代えてロッドインテグレーター等を用
いた場合に比べ、光が透過する方向の均一化装置４３３の寸法を小さくできる。従って、
当該均一化装置４３３の小型化、ひいては、プロジェクター１Ａの小型化を図ることがで
きる。
【００５２】
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　ここで、第１レンズアレイ４３４と第２レンズアレイ４３５との間隔（光束の透過方向
の距離）は、光学部品の配置位置等の設計により予め定められる。この間隔は、調整機構
７により当該第１レンズアレイ４３４及び第２レンズアレイ４３５が回動される際にも、
保持部材４３６により維持される。従って、蛍光層４６１１に対する光の入射位置を適切
に調整できる。
【００５３】
　固体光源４１１は基板４１２上に複数設けられており、当該各固体光源４１１から出射
されて蛍光層４６１１に入射される光の総量が高くなるので、光飽和が生じやすい。また
、当該光はピックアップレンズにより集約され、密度が高い状態で蛍光層４６１１に入射
されるので、光飽和は更に生じやすい。
　これに対し、第３駆動装置９３によって駆動される移動機構８が、蛍光層４６１１が形
成された板状体であるホイール４６１を、当該蛍光層４６１１に入射される光の中心軸に
沿う方向（Ｃ方向）に移動させる。これによれば、蛍光層４６１１に入射される光の焦点
位置を、当該光の中心軸に沿う方向にずらすことができるので、当該蛍光層４６１１への
光の入射面積を拡大することができ、当該光の密度を下げることができる。従って、光飽
和を生じにくくすることができ、表示画像の輝度低下を抑制できる。
【００５４】
　また、第１光源装置４Ａは、蛍光層４６１１にて波長変換され、反射層４６１２にて反
射された光を均一照明装置３１に出射し、当該光を光変調装置３４は画像形成に利用する
。このような構成の第１光源装置４Ａでは、固体光源４１１から出射された光と、蛍光層
４６１１により波長変換された光とを分離するダイクロイックプリズム４４を配置する必
要があるなど、固体光源４１１から蛍光層４６１１までの間の光学部品の配置が密となる
。
　これに対し、移動機構８は、当該光学部品の周囲に比べて配置に比較的自由度があるホ
イール４６１を移動させ、ひいては、蛍光層４６１１を移動させる。このため、密に配置
された光学部品の周囲に移動機構８を設ける必要がないので、プロジェクター１Ａの構成
部品の組立を簡略化できる他、ホイール４６１の移動範囲を確実に確保できる。
【００５５】
　［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　本実施形態に係るプロジェクターは、前述のプロジェクター１Ａと同様の構成を有する
。ここで、当該プロジェクター１Ａでは、蛍光層４６１１により波長変換された光は、反
射層４６１２にて反射される他、移動機構８は、ホイール４６１を進退させる構成であっ
た。これに対し、本実施形態に係るプロジェクターでは、波長変換された光はホイールを
透過する他、移動機構は、他の光学部品を進退させる。この点で、本実施形態に係るプロ
ジェクターとプロジェクター１Ａとは相違する。
　なお、以下の説明では、既に説明した部分と同一または略同一である部分については、
同一の符号を付して説明を省略する。
【００５６】
　図５は、本実施形態に係るプロジェクター１Ｂが備える第１光源装置４Ｂの構成を示す
模式図である。
　本実施形態に係るプロジェクター１Ｂは、第１光源装置４Ａに代えて第１光源装置４Ｂ
を有する他は、前述のプロジェクター１Ａと同様の構成を有する。
　第１光源装置４Ｂは、図５に示すように、固体光源アレイ４１、反射ミラー群４２、集
光レンズ群４３、ピックアップレンズ４５、波長変換装置４６及び平行化レンズ４７を有
する。これらのうち、集光レンズ群４３から出射された光は、ピックアップレンズ４５を
介して、ホイール４６１の蛍光層４６１１に入射される。このホイール４６１は反射層４
６１２を有しないため、蛍光層４６１１に入射されて波長変換された光は、ホイール４６
１を透過して、当該ホイール４６１の光路後段に位置する平行化レンズ４７に入射される
。
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　平行化レンズ４７は、入射された光を当該光の中心軸に対する平行光に変換して、前述
のダイクロイックミラー３１２に入射させる。
【００５７】
　また、本実施形態に係るプロジェクター１Ｂの移動機構８は、前述の第３駆動装置９３
により駆動され、集光レンズ４３１、平行化レンズ４３２及びピックアップレンズ４５の
うち少なくともいずれかの光学部品を、当該光学部品に入射される光の中心軸に沿ってＤ
方向に移動（進退）させる。これにより、蛍光層４６１１に入射される光の焦点位置が、
当該光の中心軸に沿って移動されて、当該光の面積及び密度が調整されるので、前述の光
飽和を生じにくくすることができる。
　なお、本実施形態においては、移動機構８は、集光レンズ４３１、平行化レンズ４３２
及びピックアップレンズ４５のうち少なくともいずれかの光学部品を進退させればよいが
、これら全てを進退させてもよく、或いは、これらのうちの２つを進退させる構成として
もよい。
【００５８】
　以上説明した本実施形態に係るプロジェクター１Ｂによれば、前述のプロジェクター１
Ａと同様の効果を奏することができる他、以下の効果を奏することができる。
　第１光源装置４Ｂは、蛍光層４６１１が形成されたホイール４６１を透過した光（波長
変換後の光）を均一照明装置３１に出射し、当該光を光変調装置３４は画像形成に利用す
る。このような第１光源装置４Ｂでは、ホイール４６１に対して光路後段の光学部品の配
置が密となる。
　これに対し、本実施形態では、移動機構８は、ホイール４６１近傍に比べて部品の配置
自由度がある集光レンズ４３１、平行化レンズ４３２及びピックアップレンズ４５の少な
くともいずれかを移動させる。これによれば、光学部品が密に配置された位置に移動機構
８を設ける必要がないので、プロジェクター１Ｂの構成部品の組立を簡略化できる他、当
該移動機構８によって移動される対象の移動範囲を確実に確保できる。
【００５９】
　［実施形態の変形］
　本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲で
の変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　前記各実施形態では、第１光源装置４Ａ，４Ｂ及び第２光源装置５は、固体光源４１１
としてＬＤを有するとしたが、本発明はこれに限らず、ＬＥＤ等の他の固体光源を有する
構成としてもよい。
【００６０】
　前記各実施形態では、調整機構７は、第１方向に沿う回動軸を中心として均一化装置４
３３を回動させる第１回動手段７１と、当該第１方向に直交する第２方向に沿う回動軸を
中心として均一化装置４３３を回動させる第２回動手段７２とを有するとしたが、本発明
はこれに限らない。すなわち、調整機構７は、第１回動手段７１及び第２回動手段７２の
少なくともいずれかを有していれば、蛍光層４６１１に対する光の入射位置を調整可能で
ある。
【００６１】
　前記各実施形態では、均一化装置４３３は、第１レンズアレイ４３４、第２レンズアレ
イ４３５及び保持部材４３６を有するとしたが、本発明はこれに限らない。すなわち、入
射される光束の中心軸に直交する面内の照度を均一化することが可能であれば、均一化装
置の構成は、他の構成でもよい。例えば、均一化装置として、柱状のロッドインテグレー
ターを採用してもよい。
【００６２】
　前記各実施形態では、均一化装置４３３を調整機構７が移動（回動）させることで、蛍
光層４６１１に対する光の入射位置を調整するとしたが、本発明はこれに限らない。すな
わち、調整機構７が均一化装置４３３ではなく他の光学部品を移動させることで、蛍光層
４６１１に対する光の入射位置を調整する構成としてもよい。
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【００６３】
　前記第１実施形態では、第１光源装置４Ａは、波長変換後の光がホイール４６１の反射
層４６１２により反射される構成とされ、移動機構８は、ホイール４６１を進退させる構
成であった。また、前記第２実施形態では、第１光源装置４Ｂは、波長変換後の光がホイ
ール４６１を透過する構成とされ、移動機構８は、集光レンズ４３１、平行化レンズ４３
２及びピックアップレンズ４５の少なくともいずれかを進退させる構成であった。しかし
ながら、本発明はこれに限らない。すなわち、波長変換後の光が反射層４６１２で反射さ
れる構成であっても、移動機構８が、集光レンズ４３１、平行化レンズ４３２及びピック
アップレンズ４５の少なくともいずれかを進退させる構成としてもよい。また、波長変換
後の光がホイール４６１を透過する構成であっても、移動機構８が、当該ホイール４６１
を進退させる構成としてもよい。更に、他の光学部品を移動させることで、蛍光層４６１
１に入射される光の焦点位置をずらして、当該光の入射面積及び密度を調整する構成とし
てもよい。
【００６４】
　前記第２実施形態では、ホイール４６１におけるピックアップレンズ４５に対向する面
に蛍光層４６１１が形成されているとしたが、本発明はこれに限らない。すなわち、ピッ
クアップレンズ４５に対向する面、及び、当該面とは反対側の面の少なくともいずれかに
蛍光層４６１１が形成されていればよい。
　同様に、前記第１実施形態では、ホイール４６１におけるピックアップレンズ４５に対
向する面に蛍光層４６１１及び反射層４６１２が形成されているとしたが、本発明はこれ
に限らない。すなわち、ホイール４６１が透光性を有し、当該ホイール４６１におけるピ
ックアップレンズ４５に対向する面とは反対側の面に反射層４６１２が形成されていても
よい。
【００６５】
　前記各実施形態では、調整機構７を駆動させる第１駆動装置９１及び第２駆動装置９２
と、移動機構８を駆動させる第３駆動装置９３とは、プロジェクター１Ａ，１Ｂの外部に
設けられ、調整機構７による光の入射位置調整と、移動機構８による光の入射面積及び密
度調整とは、プロジェクター１Ａ，１Ｂの出荷段階で行われるとした。しかしながら、本
発明はこれに限らない。例えば、第１駆動装置９１及び第２駆動装置９２の少なくともい
ずれかが、本発明の調整装置を構成する駆動装置として、プロジェクター内部に設けられ
、出荷後でも必要に応じて光の入射位置調整を実行できるように構成してもよい。更に、
第３駆動装置９３が、調整機構の一構成としてプロジェクター内に設けられ、出荷後でも
必要に応じて光の入射面積及び密度調整を実行できるように構成してもよい。これらの場
合、駆動装置の制御は、前述の制御装置が行うように構成してもよい。
【００６６】
　前記各実施形態では、プロジェクター１Ａ，１Ｂは、３つの光変調装置３４（３４Ｒ，
３４Ｇ，３４Ｂ）を備えるとしたが、本発明はこれに限らない。すなわち、２つ以下、あ
るいは、４つ以上の光変調装置を用いたプロジェクターにも、本発明を適用可能である。
　また、前記実施形態では、光束入射面と光束射出面とが異なる透過型の液晶パネルを有
する光変調装置３４を用いていたが、光入射面と光射出面とが同一となる反射型の液晶パ
ネルを有する光変調装置を採用してもよい。
【００６７】
　前記各実施形態では、光変調装置３４（３４Ｒ，３４Ｇ，３４Ｂ）は液晶パネルを有す
るとしたが、入射光束を画像情報に応じて変調して光学像を形成する光変調装置であれば
、他の構成の光変調装置を採用してもよい。例えば、マイクロミラーを用いたデバイスな
ど、液晶パネル以外の光変調装置を採用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明は、プロジェクターに好適に利用できる。
【符号の説明】
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【００６９】
　１Ａ，１Ｂ…プロジェクター、７…調整機構（調整装置）、８…移動機構、３４（３４
Ｒ，３４Ｇ，３４Ｂ）…光変調装置、３６…投射光学装置、４５…ピックアップレンズ、
４６…波長変換装置、４１１…固体光源、４３１…集光レンズ、４３２…平行化レンズ、
４３３…均一化装置（調整装置）、４３４…第１レンズアレイ、４３５…第２レンズアレ
イ、４３６…保持部材、４６１…ホイール（板状体）、４３４１…第１レンズ、４３５１
…第２レンズ、４６１１…蛍光層、４６１２…反射層、９１…第１駆動装置（駆動装置、
調整装置）、９２…第２駆動装置（駆動装置、調整装置）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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